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佐久考古通信

　紀元前２世紀末～４世紀にかけて韓半島南部の三韓
の一つ弁辰（弁韓）の状況を記した魏志東夷伝の “ 弁
辰 ” 条に「国出鉄、韓濊倭皆従取之；（訳）（弁辰）国
は鉄を出す。韓・濊・倭は皆従い之を取る」とある。「市
場での売買では鉄が交換されており、それは中国での
金銭使用のようであった。」とも記される。佐久市北
一本柳遺跡出土の板状鉄斧は、三国志記載の弁辰から
弥生時代後期の佐久にもたらされた可能性が強い。
　これをめぐって、本号では森泉かよ子・冨沢一明・
小山岳夫会員と高久健二氏、石川日出志氏の５人が検
証する。

図1 佐久地域北部 弥生後期遺跡分布図
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営まれたことが判明している。
　今回、焦点を当てる北一本柳遺跡出土の「板状鉄斧」
は、弥生時代後期後半佐久地域北部で最も大きな環濠
集落内に建造された竪穴住居の中でも最大級の大きさ
をもつＨ３３号住居址から発見された。以下に、その発
見の状況、時期・年代、佐久地域の弥生鉄器の出土状
況、韓半島の類例、来歴などを探ってその意味付けを
試みる。

佐久地域北部で最大級の環濠集
落を有する北一本柳遺跡

小山　岳夫

　遺跡は、佐久盆地の湯川沿いに展開する岩村田遺跡
群の西端にある。この地域には弥生中期後半栗林期の
竪穴住居址が今までに２７９軒発見された巨大集落址が
存する西一本柳・北西の久保・五里田遺跡が連なって
おり、北一本柳遺跡はその東に接する。
　北一本柳遺跡には栗林期の遺構がなく、集落が営ま
れた主な時代は古墳時代に接近した弥生後期後半であ
る。部分的な調査しかなされていないため詳細は不明
であるが、佐久地域北部で最大級と目される環濠集落
の存在が推定されている。北一本柳遺跡の環濠集落か
ら西側に５０ｍ離れた場所にあたる西一本柳遺跡でもほ
ぼ同時期の大きな環濠集落が営まれていたことがわ
かっており、この地域では、古墳時代前夜に佐久地域
北部の中でも大きな環濠集落が併存あるいは連続して

北一本柳遺跡の鉄斧　佐久市教育委員会写真提供
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図１　北一本柳遺跡Ⅲ　全体図（1：2,000）

形化したＨ５６号住居等を囲んでいる。東西１６５ｍを測
り、１６棟の住居址が重複せずに同時期の土器を出土し
ている。このうち２棟が焼失家屋で、Ｈ５１号住居とＨ
５６号住居である。環濠のＭ１６は最大幅３１０㎝、深さ１６５
㎝、Ｍ２６は最大幅２６０㎝、深さ１１７㎝を測る。
　Ｈ５１号住居は長軸残長で８２１㎝、短軸長５４５㎝、推定
で８６４㎝を測る長方形の住居址である。ここから出土
した炭化豆はＡＤ１２１－ＡＤ２３８という年代を放射性炭
素年代測定の暦年較正年代をえている。
　Ｈ５６号住居の壺から出土した炭化米は、ＡＤ１２６－Ａ
Ｄ２４８という年代であり、ほぼ近い値であることから、
これらの住居址は２世紀前半中頃から、３世紀中頃と
いえる。
　Ｈ５６号住居の炭化米が入っていた壺は、赤色塗彩さ
れ、胴上部は球胴化し、胴下位に稜線をもつ。少し反っ
て底部に至るものである。また大形の壺は口縁が短く
強く外反し、頸部の文様が櫛描簾状文と赤色塗彩の帯
びをほどこしている。小山編年の弥生後期箱清水後半
にあたる土器群である。高杯の低脚化は見られるが小
型の器台・高杯は出土していない。H３３号住居は、H
５１・H５６号住居より西のブロックにあり、床下には古
い住居プランがあって、拡張がなされたことが窺える。
この住居は南が区域外であり、北側の１／３を調査した
のみで、全長はわかっていないが、短軸長７４７㎝を測り、
本遺跡北一本柳遺跡Ⅲでは最大規模とみられる。
　鉄斧は北西隅の壁の窪みに２本重なって出土してい
る。
　鉄斧は長いものが長さ１８．６㎝、幅４．６㎝、厚さ１．０㎝、
４０７ｇ、短いものが長さ１３．２㎝、幅４．６㎝、厚さ１．０㎝、
１９６ｇを測る。
　土器の杯類は赤色塗彩され口縁が内湾する。炉に使
用された壺胴下部は外稜をもたずに内湾気味に底部に
窄まる。土器は良好なものはないが小山編年弥生後期
箱清水後半とみられる。

板状鉄斧を出土した
北一本柳遺跡Ⅲと
Ｈ３３号住居の概要

森泉かよ子

遺跡の概要
　北一本柳遺跡は、佐久市北部の岩村田にあり、東西
に蛇行して流れる湯川の左岸、北の台地上にある。
　浅間山南麓の田切地形末端にあたり、南は湯川によ
り浸食をうけ断崖となっている。
　この一帯は昭和４３年から東一本柳遺跡、４６年東一本
柳古墳、４７年に北一本柳遺跡Ⅰの発掘調査が行われ佐
久の発掘調査が最初に行われた所である。
　西隣にある西一本柳遺跡は現在ⅩⅧ次まで調査がな
され、弥生中期から中世まで連綿と遺構がみられる佐
久でも有数の遺跡である。
　北一本遺跡Ⅲは平成１８年から４年間にわたって原東
１号線の道路開設に伴う発掘調査がなされ、弥生後期・
古墳後期・中世の遺構が検出されている。竪穴住居址
は弥生時代後期４８棟、古墳後期１１棟、中世５７棟、掘立
柱建物址は古墳後期１棟、中世９棟、土坑は弥生後期
が７基、中世３０３基で井戸址を両時代にふくむ。溝は
弥生後期１１本あり、７本が環濠とみられる。その内環
濠のＭ１６・Ｍ１７・Ｍ２０は切りあいをもち、新しい順に
Ｍ１７→Ｍ１６→Ｍ２０となり、Ｍ１６はＭ２０を埋めて、新た
に南北方向の環濠を掘っている。
　また東側ではＭ２６がＭ２７を切って新たな深い環濠を
もうけている。部分的で推測の域をでないものの、Ｍ
１６と関連し、細長くなったＨ６１号住居、またはより方
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図３　北一本柳遺跡Ⅲ　Ｈ33号住居出土遺物

写真３
Ｈ33号住居　鉄斧

写真Ⅰ　Ｈ33号住居　西より

写真２　Ｈ33号住居　鉄斧出土状況

Ｈ33－９鉄斧

Ｈ33－１０
鉄斧

図２　Ｈ33号住居

鉄斧出土位置
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図１　佐久地域　金属製品出土遺跡位置図
図2　五里田遺跡の鉄剣

（報告書より転載）

い。これら遺跡の立地は明らかに偏りが見られ、いわ
ゆる田切台地末端から湯川の河岸段丘上に立地する長
土呂・岩村田地域の遺跡が圧倒的に多く、出土地の核
を形成している。その他の遺跡としては後家山遺跡を
中心とする滑津川流域と分布は散漫となるが野沢平に
出土地点が見られる。
　出土品の種類としては、鉄製品が剣・鉄鏃・鉄斧・
鎌・刀子・釧等があり、特に北一本柳遺跡Ⅲ出土の鉄
斧は舶載品と考えられており、また、後家山遺跡出土
の螺旋形鉄釧は太さの異なる釧を重ねて使用しており
注目される出土例となっている。銅製品については鏡・
釧・鏃の三種類で、釧の出土量は目を見張るものがあ
る。破片出土も計数としたが上直路遺跡の２１点や五里
田遺跡７点は一遺跡の出土量としては異例と言えよう。
また、耕作中の発見であるが社宮司遺跡の多鈕無文鏡
は東日本出土唯一のものである。
　金属製品出土遺構の時期については弥生中期からと
考えられるが、詳細に見ると中期とした遺跡や遺構は
不時発見であったり、遺構覆土からの出土等の例が多
い。また、五里田遺跡の鉄剣と鉄釧についても、中期
栗林期の集落と後期箱清水期の墓域が重なっており、
遺構の深さも浅い事から重複や混入の可能性が捨てき
れない。このように見ていくと佐久地域における金属
製品の確実な導入は後期の吉田段階と考えた方が現段
階ではよいのではないだろうか。ただ、後期段階でも
金属製品保有の集落・集団は限定されていたことが今
回の集成表からは垣間見れる。
　雑駁なまとまりとなったが、集成表を第一の成果と
して現段階のまとめとしたい。

佐久地域における弥生
時代の出土金属製品に
ついて

冨沢　一明

　佐久地域は上信越自動車道の建設工事を皮切りに、
長野新幹線、幹線道路網の整備、今また中部横断道の
建設など１９９０年代から大型開発が２０年近く続き、大規
模発掘が続いた。結果、膨大な考古学資料が蓄積され、
現在も整理作業が進められている。
　今回、すでに報告となった資料を中心に、いまだ未
整理であった佐久地域の弥生時代の金属製品について
集成した。対象時期は弥生時代と古墳時代前期前半頃
までの資料とし、当該期の遺構より出土したものをま
とめた。ただし、報告書内で他時期の混入と記載され
ている資料は除外し、「混入の可能性」とあるものは
務めて掲載した。また時期については報告書に記載の
あるものはそれを転記した。
　集成結果は掲載表の通りである。鉄製品と銅製品が
同一遺構から出土している場合もあるが、集計すると
鉄製品が出土した遺跡は３２遺跡、遺構数は６８遺構でい
ずれの遺跡も住居址出土が多い。銅製品については１１
遺跡で１４遺構から出土している。こちらも住居跡が多
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出土鉄製品一覧表
遺跡名 遺構名 品名 数量 時期 備考 報告書

社宮司遺跡 土器埋納 鉄斧 １ 弥生中期？
久禰添遺跡 Ｈ２７号住居跡 棒状鉄製品 ３ 弥生後期 混入の可能性 佐久市９７集
榛名平遺跡 IＨ１３号住居跡 鉄鏃 ２ 弥生後期末 佐久市８４集

後家山遺跡

Ｈ４号住居址 鉄鏃 ３ 弥生後期

佐久市１２１集

不明 ４ 弥生後期
Ｈ３６号住居跡 不明 １ 弥生後期

Ｈ５１号住居址 剣先 １ 弥生後期
不明 ２ 弥生後期

Ｈ５２号住居址 刀子 １ 弥生後期 混入の可能性

Ｈ５５号住居跡
錐？ １ 弥生後期
鉄鏃 ２ 弥生後期
不明 １ 弥生後期

Ｈ６５号住居址 角釘 １ 弥生後期
１号木棺墓 螺旋形鉄釧 ２ 弥生後期

東久保遺跡

Ｈ１号住居跡 鉄鏃？ １ 弥生後期

Ｈ２号住居跡 鉄板 ２ 弥生後期
鉄鏃 ４ 弥生後期

Ｈ３号住居跡 鉄鏃 １ 弥生後期
深堀遺跡Ⅳ Ｈ９号住居址 刀子 ２ 古墳前期後葉 佐久市１０２集

西一里塚遺跡群
ＳＭ１４号円形周溝 鉄剣 １ 弥生後期

中部横断道 長野県埋蔵文化財センターＳＭ０７木棺墓 螺旋形鉄釧 １ 弥生後期
ＳＢ０９号住居 鏨状鉄製品 １ 弥生後期

北一本柳遺跡Ⅲ

Ｈ１号住居跡 鉄鏃 １ 弥生後期後葉

佐久市１７５集

Ｈ３号住居跡 楔 １ 弥生後期後葉
Ｈ２１号住居跡 鉄鏃 １ 弥生後期後葉
Ｈ３３号住居跡 鉄斧 ２ 弥生後期後葉
Ｈ５１号住居址 剣 １ 弥生後期後葉
Ｈ６９号住居跡 鉄軸 ２ 弥生後期後葉

Ｍ２０号溝状遺構 鉄軸 １ 弥生後期
鉄鏃 １ 弥生後期

北一本柳遺跡Ⅱ Ｈ２号住居跡 不明鉄 １ 弥生後期 佐久市年報１４

西一本柳遺跡Ⅷ Ｍ６号溝状遺構 鎌 １ 弥生中期 佐久市１０９集釘？ １ 弥生中期

西一本柳遺跡Ⅹ Ｈ１１号住居址 不明 １ 弥生中期 佐久市１２７集Ｈ４３号住居址 刀子 １ 弥生中期 混入の可能性
西一本柳遺跡ⅩⅢ Ｈ９号住居址 鉄鏃 １ 弥生後期前半 判断保留 佐久市１３９集

西一本柳遺跡ⅩⅧ Ｈ２０号住居址 刀子 １ 弥生後期末 佐久市１９０集Ｈ２２号住居跡 不明品 １ 弥生中期

北西の久保遺跡１次
Ｙ６０号住居跡 鉄鏃 １ 弥生後期

佐久市Ｙ４８号住居跡 鉄軸 １ 弥生後期
Ｙ１４号住居跡 角釘 １ 弥生中期 混入の可能性

五里田遺跡
Ｈ１号住居跡 鉄剣 １ 弥生中期

佐久市７４集Ｈ２号住居跡 鉄剣 １ 弥生中期
Ｈ５号住居址 鉄釧 ８ 弥生中期

上直路遺跡 Ｙ２号住居址 鉄釧 １ 弥生後期 佐久市年報６
直路遺跡Ⅲ ＳＭ２号周溝墓 刀子 ２ 弥生後期 佐久市１１０集

清水田遺跡Ⅱ Ｈ２号住居跡 刀子 １ 弥生後期
佐久市１１０集鉄鏃 １ 弥生後期

Ｈ４号住居址 鉄鏃 １ 弥生後期

円正坊遺跡Ⅵ
Ｈ２５号住居跡 鉄鏃 ２ 弥生後期の古い段階 年報１５

佐久市年報１５Ｈ３１号住居跡 不明鉄 １ 弥生後期の新しい様相
Ｈ３６号住居跡 不明鉄 １ 弥生後期の古い段階

円正坊遺跡Ⅷ

Ｈ２８号住居址 刀子 １ 弥生後期Ⅱ

佐久市１８５集Ｈ３７号住居跡 鉄鏃 ２ 弥生後期Ⅱ
鉄剣 １ 弥生後期Ⅱ

Ｈ３９号住居跡 針？ １ 弥生後期Ⅰ
松ノ木遺跡Ⅲ Ｈ１２号住居跡 鉄鏃 １ 古墳前期 佐久市２２３集
若宮遺跡Ⅳ Ｈ３号住居跡 鉄軸 １ 弥生後期 佐久市１９８集

宮の前遺跡Ⅰ

Ｈ２７号住居跡 鉄鏃 １ 弥生後期

佐久市１９８集Ｈ８４号住居址 鉄鏃 １ 弥生後期
鉄軸 １ 弥生後期

ＯＴ１７号周溝墓 螺旋形鉄釧 １ 弥生後期
大豆田遺跡Ⅰ・Ⅱ Ｈ１号住居跡 鉄製品 １ 後期後半 検出面 佐久市１５６集

周防畑遺跡群

２６号住居跡 鉄鎌 １ 弥生後期

中部横断道 長野県埋蔵文化財センター５２号住居跡 刀子 １ 弥生後期
５３号住居跡 刀子 １ 弥生後期
７７号住居跡 刀子 １ 弥生後期

近津遺跡群 ＳＢ５００９号住居跡 刀子？ １ 古墳前期前半 中部横断道 長野県埋蔵文化財センターＳＢ７００４号住居跡 鉄棒 １ 古墳前期前半
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図３　佐久地方出土の金属製品（報告書より）
西一里塚遺跡群ＳＭ１４号円形周溝墓出土鉄剣

西一里塚遺跡 ＳＭ０７木棺墓出土鉄釧

宮の前遺跡Ⅰ ＯＴ１号周溝墓出土鉄釧

後家山遺跡１号木棺墓出土鉄釧

出土鉄製品一覧表№２
遺跡名 遺構名 品名 数量 時期 備考 報告書

下小平遺跡

Ｙ１号住居跡 不明 ４ 弥生後期 佐久市
鉄鏃？ １ 弥生後期

Ｙ４号住居跡 鉄鏃 ２ 弥生後期
Ｙ５号住居跡 鉄鏃 １ 弥生後期

腰巻遺跡 Ｈ５号住居址 鉄片 １ 古墳前期中葉 上信越自動車道 長野県埋蔵文化財センター
藤塚遺跡Ⅲ Ｈ３号住居跡 鉄斧 １ 古墳前期中葉 カクラン内 佐久市２６集

和田原遺跡 Ｈ４号住居址 鉄鏃 １ 古墳初頭 小諸市１３集
鉄片 １ 古墳初頭

竹花遺跡
ＳＢ１３号住居跡 鉄軸 １ 古墳前期 小諸市１７集
ＳＢ７２号住居跡 Ｕ字鉄製品 １ 古墳前期

下荒田遺跡 Y3号住居跡 刀子 １ 弥生後期 御代田町

出土銅製品一覧表
遺跡名 遺構名 品名 数量 時期 備考 報告書

社宮司遺跡 土器埋納 多鈕無文鏡 １ 弥生中期？ 耕作中に発見

離山遺跡 土器棺墓の可能性 銅釧 ４ 弥生後期？ 昭和２年道路工事
で発見 南佐久郡の考古学的調査

北一本柳遺跡Ⅱ Ｈ２号住居跡 銅釧 １ 弥生後期 佐久市年報１４Ｄ１号土抗 銅釧 １ 弥生後期
北西の久保遺跡２次 Ｙ８７号住居址 銅釧 １ 弥生後期前半
五里田遺跡 ２号円形周溝墓 銅釧 ７ 弥生後期 佐久市７４集
上直路遺跡 Ｙ１号住居跡 銅釧 ２１ 弥生後期 破片含む 佐久市年報６
下伯母塚遺跡 Ｈ８号住居跡 銅鏃 １ 弥生後期 佐久市１１０集
清水田遺跡Ⅱ Ｈ２号住居跡 銅釧 ５ 弥生後期 佐久市１１０集
円正坊遺跡Ⅵ Ｈ３１号住居跡 銅鏃 １ 弥生後期の新しい様相 佐久市年報１５

円正坊遺跡Ⅷ Ｈ２５号住居跡 銅釧 ２ 弥生後期Ⅲ古 佐久市１８５集Ｈ３９号住居跡 銅釧 １ 弥生後期Ⅰ

周防畑遺跡群 ２１号住居跡 銅鏃 １ 弥生後期 中部横断道 長野県埋蔵文化財センター５０６７号土抗 銅釧 ３ 弥生後期
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出現し、赤彩が顕著となる。前代から鋭利なヘラ描鋸
歯文・矢羽根状文とヘラ描スリットのＴ字文は継承さ
れ、斜格子文・１単位の櫛描スリットのＴ字文が加わ
る。甕の形態・文様はⅠ期以来の２系統を継承、高坏
は大型化が達成される。周防畑Ｂ遺跡の坏下部に稜を
もつ高坏は佐久地域では稀有な例である。
後期Ⅲ期新＝箱清水期前半　胴部下半に稜をもつ壺が
定着し、甕は２系統の形態差がなくなり口縁から胴部
が弓状に反る形態に統一される。文様は壺においては
１単位の櫛描スリットのＴ字文と矢羽根状文、甕は頸
部に簾状文、口縁・胴部には波状文か横羽状文が施さ
れる。壺の矢羽状文、甕の横羽状文は古墳前期Ⅱ期ま
で残存する。これは長野盆地、上田盆地にはない佐久
地域固有の現象である。中部横断道建設関連発掘調査
の西近津遺跡に充実した資料がある。
後期Ⅳ期古＝箱清水期後半　壺胴部幅の拡張に伴い、
口縁から胴部への反りが強くなり全体的に肥った形態
となる。壺に比べ甕の胴部幅の拡張は少なくⅢ期新か
らの大きな変化はないが、胴部最大径が中位から下位
に下がる形態の甕も見られる。壺文様は、Ｔ字文の櫛
描スリット２単位構成のものが加わり、その上位に簾
状文帯を加えるものや下位に２条の波状文帯を加える
ものなどＴ字文単体で飾る壺は減る。高坏はⅢ期新よ
りも低脚化する。
後期Ⅳ期新＝箱清水期後半は、従前はⅤ期として下小平
遺跡出土品を充てていたが、小型高坏などが共伴するた
め、今回古墳初頭に繰り下げ、新たに西一本柳遺跡環濠・
住居址資料を用いⅣ期新とした。壺・甕ともにⅣ期古よ
りも口縁・胴部の横幅が拡張し球胴化が進む。壺は受口
状の口縁部も目立つようになり、受口端部外面には波
状文が施される。頸部文様は櫛描スリット２単位のＴ
字文が定着し、簾状文・波状文が単独で施されるものや、
Ｔ字文に付加される例がみられる。Ⅳ期古・新のヘラ描
矢羽状文については、未確認であるが、古墳前期Ⅰ期の
中平・田中島遺跡において壺の頸部文様での使用が確認
されているため、Ⅳ期にも存在していた可能性が高い。
高坏は低脚と小型化が顕著である。
古墳前期Ⅰ期古は、弥生土器色が色濃く残る段階で弥
生後期Ⅳ期新との形態差、文様差は少ないが、甕は前
代よりも胴部幅が拡張し、肥った形態を示すものが多
くなる。在来の低脚化した高坏に加え、欠山系の高坏
や東海系の器台、Ｓ字甕Ａ・Ｂ類などが少量加わる。
辻の前遺跡９住１９４．１９５のヘラケズリが施された土器
は畿内系であろうか。佐久地域では出土量が少ない北
陸系土器が出土している軽井沢町県遺跡出土資料も弥
生系甕の特徴からこの段階と考える。
古墳前期Ⅰ期新は、前代同様欠山系の高坏やＳ字甕Ｂ
類などが在地の壺・甕ともに出土する。弥生系土器は

佐久地域後期弥生土器の編年と
北一本柳遺跡の年代

小山　岳夫

１　はじめに
　過去に佐久地域の後期弥生土器編年を行った⑴が、
１５年を経過し、空白の後期初頭はじめ良好な新資料が
続出した。ここでは旧稿を補足するとともに、北一本
柳遺跡後期弥生集落の年代について考察する。

２　新資料による後期編年の整理
後期Ⅰ期＝吉田期前半は従前該当資料がなかったが、
西一本柳・円正坊遺跡で良好な資料が出た。直路遺跡
１住出土土器を栗林式土器最終末とすると、壺は受口
が多く、胴部最大径の上昇と最大径比率の縮小に伴う
形態のスリム化が目立つ。栗林式の特徴である懸垂文
と頸部縄文地文によるヘラ描沈線及び胴部施文が消失、
頸部に文様が収斂されて櫛描文優位となる。前代から
の直線あるいは簾状と波状文を組み合わせて頸部を多
段に周回する文様と鋭利な工具で鋭く刻まれる鋸歯文
が継承され、ヘラ描スリットによるＴ字文が出現する。
赤彩品は少ない。甕は口縁部が直立気味で球胴に膨ら
むものと口縁～胴部が弓状に反り胴部上位に最大径を
有する肩の張る２系統が代表的で、口縁部はいずれも
前代から始まった伸長化が顕著となる。文様は櫛描文
のみで以下の時期も不変である。口縁端部に櫛描波状
文が巡るものが多く、その下は頸部の櫛描等間隔止め
簾状文の直上まで無文で、胴部は櫛描波状文が多段に
施される。高坏は鍔状の口縁部をもつものが増加し、
前代よりも大きくなる。
後期Ⅱ期＝吉田期後半　後期Ⅰ期の壺の腰高の形態か
ら胴部最大径が若干下降し、安定した形になる。文様
は口縁端部への施文がみられなくなり、頸部のみに施
される。Ⅰ期以来のヘラ描スリットのＴ字文、櫛描横
羽状文帯の上部に櫛描波状文・下部に鋭利なヘラ描鋸
歯文を加飾するもの、直線か簾状文と波状文を組み合
わせて頸部を多段に周回するものがある。頸部に鋭利
なヘラ描沈線の矢羽状文や櫛描横羽状文が現れる。赤
彩は漸増するが少ない。甕形態は前代の２系統を継
承するが、いずれも胴部の張りが緩くなる。口縁部の
波状文充填が定着し、口縁・胴部は波状文か横羽状文、
頸部は２連止め簾状文が多い。高坏はⅠ期よりも大き
くなる。ここまで、「コ」の字重ね文の台付甕が残存する。
後期Ⅲ期古＝箱清水期前半　胴部下半に稜をもつ壺が
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図１　佐久地域後期弥生土器編年図前代よりもさらに壺・甕は頸部屈曲がきつくなり球胴
化が進行する。佐久地域ではこの段階でハケ調整の甕
は少なく、在地の弥生系の文様が色濃く残るが、波状
文よりも横羽状文を多用する傾向がみられるのは、ハ
ケ調整を強く意識しているようにも思える。
古墳前期Ⅱ期は図示しないが、小型高坏・器台と共に小
型丸底壺・鉢が加わり、畿内系の影響も看取されるよう
になる。弥生系土器は壺・甕ともに頸部が「く」の字状
に屈曲し完全に球胴化したものがみられるようになる。

３　他地域との併行関係
　吉田～箱清水式土器は、他地域の土器との共存が少
なく併行関係をたどることは難しいが、その前段階の
栗林式土器は北陸～南関東の土器と共存し畿内の第Ⅲ
～Ⅳ様式まで併行することが判かりつつある⑵。また、
後段階の古墳時代初頭は列島規模で土器が動く時代で
あるため、他地域との併行関係がつかみ易く、佐久地
域の古墳前期Ⅰ期新の土器は、畿内の纏向Ⅲ式⑶（庄
内式の末か布留式の最古段階）に併行する。よって吉
田～箱清水式土器の他地域との併行関係は、前後の時
代の土器から推察することができ、吉田期は畿内Ⅴ様
式、箱清水期は第Ⅴ様式～庄内式に概ね併行すると考
えられる。

４　北一本柳遺跡後期弥生住居址のＡＭＳ
法による高精度Ｃ１４年代測定結果
　板状鉄斧出土の北一本柳３３住は、年代測定していな
いが、同時期と見られる同遺跡５６・６１住炭化物の暦
年較正結果は、５６住イネ胚乳が１３７ｃａｌＡＤ ～２２３ｃａｌＡＤ、
６１住マメ類種子が１３０ｃａｌＡＤ ～２１４ｃａｌＡＤ・クリの炭化
材が８３ｃａｌＡＤ ～２０９ｃａｌＡＤ であった。

５　小結
　佐久地域の後期弥生土器を６時期に編年した。弥生
後期が紀元前後から西暦２５０年頃と仮定すると単純割
で１時期４０年程度になる。現段階で峻別はできないも
のの、同時期内での住居址に重複や接しすぎている例
もあることから各時期２小期以上の変遷はあるだろう。
北一本柳遺跡については、西暦２世紀頃から３世紀前
葉頃まで構えられた佐久地域最大の集落で、魏志倭人
伝中の邪馬台国の時代と重なる部分もある。

⑴小山岳夫　１９９９　『９９シンポジウム長野県の弥生土器編
年』

⑵石川日出志　２０１３　「栗林式土器の編年・系譜と青銅器
文化の受容」『柳沢遺跡』

⑶冨沢一明　２００４　「長野県　東信地域の古墳時代前期土
器要素と外来系土器について」『専修考古学』第１０号
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られる〔金度憲２００４〕。したがって、板状鉄斧とは機
能が異なるが、板状鉄斧の普及以前に存在した最初の
板状の鍛造鉄斧として注目される。これと同じ小型短
冊形鉄斧は佐久市社宮司遺跡でも出土している（図１－
３）。多鈕鏡片が共伴している点も半島の場合と時期的
な矛盾はなく、注目される資料である。

３．板状鉄斧の変遷
　前２世紀後葉～前１世紀前葉になると、嶺南地域で
板状鉄斧が出現する。慶州市朝陽洞５号墳（積石木棺
墓）では、黒色磨研組合式牛角形把手付壺や巾着袋形
壺などとともに、鉄戈、鉄短剣、環頭刀子、鉄矛、鋳
造鉄斧、板状鉄斧、鉄鎌などの鉄器類が副葬されてい
た〔鄭聖喜ほか２００３〕。板状鉄斧は両側縁が基部から
刃部へと直線的に広がり、横断面形は長方形を呈し、
刃部は両刃である。全長１４．７㎝、刃部幅５．５㎝、厚さ１．５
㎝で、中型に属するが小さい（図１－６）。
　前１世紀中葉～後葉になると、嶺南地域で鍛造鉄器
が普及し、板状鉄斧の副葬も急速に増加する。昌原市
茶戸里１号墳（木棺墓）では板状鉄斧１５点が副葬され
ていたが、そのうち３点は木柄に装着された状態で出
土しており、縦斧と鍬の両方に使用されていたことが
明らかとなった〔宋義政ほか２０１２〕。板状鉄斧の形態は、
両側縁が基部から刃部へとゆるやかな弧線を呈しつつ
幅が広がり、刃部は弧状を呈している。厚さは０．７～０．９
㎝と薄く、横断面は長方形を呈し、刃部は両刃になっ
ている。全長２１．２～２７．６㎝、刃部幅は６．６～８．４㎝であ
り、中・大型が主体である（図１－７）。
　後１世紀後葉の慶州市舎羅里１３０号墳（木棺墓）で
は、木棺内に板状鉄斧６１枚が７列に敷き並べられてい
た〔朴升圭ほか２００１〕。形態的には茶戸里１号墳のも
のと大きな違いはないが、厚さは０．８～１．７㎝とやや厚
いものが多い。全長２３．９～２８．０㎝、刃部幅６．１～７．５㎝
であり、大型が主体を占める（図１－８）。
　後２世紀前半の朝陽洞６０号墳は小型木槨墓であり、
装身具類、鉄製武器類・農工具類、轡、土器類が副葬
されていた。板状鉄斧は８点が出土したが、形態はや
や幅が狭く、刃部が広がるもので、それ以前のものと
は異なっている。全長２２．４～２５．８㎝、幅４．１～５．５㎝、
厚さ１．７～２．５㎝の中・大型である（図１－９）。
　後２世紀後葉になると、嶺南地域で大型木槨墓が出
現し、板状鉄斧の様相も変化する。金海市良洞里（東）
１６２号墳は大型木槨墓であり、後漢鏡や小型仿製鏡な
どとともに、大量の鉄製武器類・農工具類が副葬され
ていた〔林孝澤ほか２０００〕。板状鉄斧は被葬者を取り
囲む四隅に１０点１束にまとめられて置かれていた。そ
の形態は身部の両側縁が平行で、刃部が広がり、幅が
狭く厚みがあるもので、棒状鉄斧や柱状鉄斧ともよば

朝鮮半島南部地域に
おける板状鉄斧
―嶺南地域を中心に―

高久　健二

１．はじめに
　長野県佐久市北一本柳遺跡Ｈ３３号住居址から２点の
板状鉄斧が出土した。１点はほぼ完形品であり、両側
縁は基部から刃部へと直線状に広がり、刃部は弧状を
呈している。横断面は長方形を呈し、縦断面は基部か
ら身部へと厚くなり、刃部は両刃になっている。全長
１８．６㎝、刃部幅４．６㎝、厚さ１．０㎝である（図１－１）。板
状鉄斧は全長１３㎝以下・刃部幅４㎝以下の小型、全長
１３～２２㎝・刃部幅４～７㎝の中型、全長２３～３２㎝・刃
部幅５～１０㎝の大型、全長３０㎝以上・刃部幅１０㎝以上
の超大型に分けられるが〔金度憲２００４〕、これは中型
に属する。もう１点は刃部の一部が欠損しているが、
前者よりも小型であり、やや薄い。身部の両側縁がほ
ぼ平行であり、刃部付近が広がっている。残存長１３．２
㎝、最大幅４．６㎝であり、中型と推定される（図１－２）。
板状鉄斧は朝鮮半島でもとくに東南部の嶺南地域で集
中的に出土している。Ｈ３３号住居址の年代は弥生時代
後期と推定されていることからみて、原三国時代後期
の板状鉄斧と関連するものと考えられる。以下では、
嶺南地域における板状鉄斧の様相を整理し、北一本柳
遺跡出土の板状鉄斧の類例について考察してみる。

２．板状鉄斧の出現
　近年、板状鉄斧が普及する以前の小型短冊形鉄斧の
出土例が増えている。初期鉄器時代後半（前２世紀前
半）の慶山市林堂洞ＦⅡ－３３号墳（木棺墓）では、勒
島式の粘土帯土器とともに短冊形鉄斧（全長７．４㎝）
が出土している（図１－４）〔嶺南文化財研究院１９９９〕。
原三国時代初頭（前２世紀後葉～前１世紀前葉）の大
邱市八達洞５７号墳（木棺墓）では、組合式牛角形把手
付壺や黒色磨研長頸壺などとともに、鋳造鉄斧、鉄短
剣、鉄矛、鉄鑿、鉄鉇、短冊形鉄斧（全長７．３㎝）が
出土している（図１－５）〔嶺南文化財研究院２０００〕。同
様な短冊形鉄斧は近年、慶州市北吐里６号墳、慶州市
下邱里Ｄ地区４・１１・１５号墳でも出土している。これ
らの小型短冊形鉄斧は刃部が片刃のものが多いことか
らみて、扁平片刃石斧と同様な機能をもつものと考え
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図１　板状鉄斧・板状鉄斧形鉄器・鉄鋌

出土し、形態は両側縁が基部から刃部へと直線的にゆ
るやかに広がり、刃部は扇形に広がる。全長２７．５㎝、
刃部幅６．２㎝、厚さ０．９㎝の大型である（図１－１２）。良
洞里（東）２８０号墳も大型木槨墓であり、板状鉄斧１０
点が被葬者の頭部側に並べられていた。形態は身部の
両側縁が平行で、刃部が広がり、横断面は幅が広い長
方形を呈する。全長２５．８～２６．９㎝の大型である（図１－
１３）。良洞里（東）２３５号墳も大型木槨墓であり、板状
鉄斧３０点が被葬者の頭部側に３列に置かれていた。形
態は良洞里（東）２８０号墳のものよりさらに幅が広く
なり、刃部も薄く、鉄斧としての機能を失った、いわ
ゆる板状鉄斧形鉄器とよばれるものに変化している

（全長３０．２㎝）（図１－１４）。板状鉄斧形鉄器の用途につ
いては、貨幣価値をもつ鉄素材説〔東潮２００６〕、貨幣
説〔宋桂鉉１９９５〕、僻邪具・宝器などの非実用品説〔村

れるものである〔孫明助２０１２〕。全長２５．５～２９．３㎝の
大型である（図１－１０）。同時期の蔚山市下垈４４号墳も
大型木槨墓であり、槨内から棒状の板状鉄斧１０点が並
べられた状態で出土している〔李在賢ほか１９９７〕。全
長２７．８～３０．６㎝、刃部幅３．９～４．５㎝、身部幅２．８～３．１
㎝、厚さ１．５～１．９㎝の大型である（図１－１１）。これら
棒状の板状鉄斧は朝陽洞６０号墳出土の板状鉄斧の系譜
上にあり、後２世紀後葉～３世紀初頭の限定された時
期にみられ、１０点を単位として大型木槨墓に副葬され
ていたことがわかる〔宋桂鉉１９９５〕。
　後３世紀前葉～中葉になると、木槨墓はさらに大型
化し、板状鉄斧は再び幅広のものが副葬されるように
なるとともに、大型が主体を占めるようになる。下垈
２号墳は大型木槨墓であり、装身具類、鉄製武器類・
農工具類、土器類が副葬されていた。板状鉄斧１０点が
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編年図 Ｎｏ１～２４直路１住、２５．３７．３９西一本柳Ⅲ１１６住、２６．３１西一本柳Ⅲ７住、２７．２８．４４西一本柳Ⅹ２７住、２９．３２．３５．３６．
３８西一本柳Ⅲ４１住、３３．３４西一本柳Ⅸ４方形墓、４７～５０．６３．６４．６９～７１円正坊Ⅷ２３住、５１．５８．６６．６７北西の久保６６住、５２
～５４．５７．６０．６５西一本柳Ⅲ６０住、５５．７３北西の久保５６住、５６．７４．７５西一本柳Ⅲ１１７住、５９．６１北西の久保１２３住、６２．６８北西
の久保７９住、７６～８１．８３．８９．９０．９５周防畑 Ｂ ２周、８２．８７．９２周防畑 Ｂ １周、８４．９１．９４周防畑 Ｂ１３住、８５．８８．９３．９６周防畑
５２０住、８６周防畑５２３住、９７．９８周防畑８０１住、９９～１０３．１０５～１１６上直路１住、１０４円正坊Ⅷ３０住、１１７．１２２．１２５．１３０．１３１円
正坊Ⅷ３６住、１１８．１１９．１２１．１２３．１２４．１２６．１３３．１３４北一本柳Ⅲ６住、１２０．１２８．１２９．１３２．１３５北一本柳Ⅲ５１住、１３６．１３７．１３９
～１４１．１４３～１４５．１５１～１５３．１５５．１５７～１６０西一本柳Ⅲ１２溝、１４６．１４７西一本柳Ⅲ４６住、１４８．１４９．１５４．１５６西一本柳Ⅲ３７住、
１５０西一本柳ⅩⅤ１１住、１６１～１６３根乃井大塚、１６４．１６５．１７９下小平２住、１６８．１７１．１７２下小平３住、１９８～２００下小平４住、
１６７～１６８．１９３～１９５辻の前９住、１６９．１７７．１８７～１９１辻の前１４住、１７８．１９２辻の前１３住、１６６．１９６．１９７池畑２住、１７４．１７６円
正坊Ⅷ１方形墓、１７３．１７５．１８６下伯母塚３住、１８１～１８５県１住、２０１～２０３．２２０～２２５中平・田中島１方形墓、２１５中平・田
中島２方形墓、２０７．２０８．２１１．２１７．２２６．２３２近津 ＳＸ５００２住、２１０．２１２．２１８．２１９．２２７．２３３近津 ＳＢ４００２住

小山岳夫論考（Ｐ８、Ｐ９）　挿図土器遺跡一覧
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연구（三韓時代嶺南地域出土鋳造鉄斧と板状鉄斧研
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　및　土城（Ｆ，Ｈ地区および土城）－』學術調査報
告　第１８冊，嶺南文化財硏究院・韓國土地公社

嶺南文化財硏究院２０００『大邱八達洞遺蹟Ⅰ』學術調査報告
　第２０冊，嶺南文化財硏究院

上２００７〕などがある。
　後３世紀後葉の金海市大成洞２９号墳では、被葬者の
頭部側に合計９１点の板状鉄斧が敷き並べられていたと
推定され、その形態はやはり刃部が薄くなった板状鉄
斧形鉄器であった〔申敬澈ほか２０００ｂ〕。全長２５．７～
３２．１㎝、身部幅５．８～７．５㎝、厚さ０．５～１．１㎝であり、
大型品が主体を占める（図１－１５）。さらに、後４世紀
中葉の釜山市福泉洞３８号墳からは板状鉄斧形鉄器２０点
が出土したが、その形態は刃部幅が大きく広がり、全
体の厚さが同一で薄い〔宋桂鉉ほか１９９７〕。全長３６．４
㎝の超大型であり、板状鉄斧形鉄器から鉄鋌への過渡
期的な形態を示している。次の４世紀後葉の大成洞３
号墳では、基部幅が広くなった典型的な鉄鋌（全長
３２．５㎝、中央部幅６．６㎝、厚さ０．４㎝）が副葬されてお
り（図１－１６）、ほぼ４世紀中葉頃を境に板状鉄斧形鉄
器から鉄鋌へと変化したことがわかる〔申敬澈ほか
２０００ａ〕。

４．結語
　最後に北一本柳遺跡出土の板状鉄斧の類例について
検討してみる。２点の板状鉄斧うち、身部の両側縁
が基部から刃部へと広がるもの（図１－１）については、
両側縁が平行で刃部が広がるものより古い特徴を有し
ている。すなわち類例としては、茶戸里１号墳や舎羅
里１３０号墳があげられるが、時期差が大きい。後２世
紀後葉は板状鉄斧の空白期であるため、不明確である
が、後３世紀前葉～中葉の下垈２号墳や良洞里（東）
２８０号墳のように刃部が広がるものが出現する直前段
階に該当するものと推定される。つぎに身部の両側
縁が平行で、刃部が広がるもの（図１－２）については、
良洞里（東）２８０号墳のように、板状鉄斧形鉄器にな
る直前段階のものと類似する。したがって、北一本柳
遺跡の板状鉄斧は、いずれも後２００年を前後する時期
のものと推定され、『三国志』魏書・東夷伝に記され
た「弁辰の鉄」を象徴的に示す鉄製品といえるだろう。
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面形や稜の明瞭な点はよく似る。身幅に比べて肉厚で
ある点も、日本列島各地にみられる板状鉄斧との顕著
な違いといえよう。
　経塚山遺跡は、新潟平野の東縁をなす東山丘陵上の
標高６０～８５ｍに立地する高地性集落で、弥生時代後期
後半（Ⅴ期後半）に限定できる。北陸の法仏式の系譜
をひく土器群が伴っている。法仏式系土器は長野盆地
でも箱清水式土器に伴うから、北一本柳遺跡例とほぼ
同時期と判断してよい。
　ところが、長野県北部と新潟県中越地域に朝鮮半島
製板状鉄斧が検出されているにもかかわらず、現状で
は、北陸や北近畿・山陰というその想定される搬入経
路上の地域に類例を見出すことはできない。したがっ
て、この２遺跡３例を著しく例外的な存在とみてしま
いそうだが、そうではない。

２．長野県内の弥生時代後期の朝鮮半島系
金属器
　北一本柳遺跡の鉄斧２例以外にも、千曲川流域に
は朝鮮半島系文物が数例みられる。まず第一に、本
誌№１０８（２０１１年）で再検討結果が特集された佐久市
社宮司遺跡の多鈕無文鏡片は明らかに朝鮮半島製品の
再加工品であるが、筆者は中期後半の栗林期に帰属す
るとみる。弥生時代後期後半の実例としては、下高井
郡木島平村根塚遺跡で出土した渦巻飾付鉄剣（２号鉄
剣：図１－７：木島平村２００２）を筆頭に挙げるべきであ
ろう。渦巻飾は加耶（狗邪韓国）地域一帯に特有であ
ることから、彼地の製品とみられる。長さ７４㎝という
長剣であることも、半島製品とみる有力な根拠とし得
る。しかし、把の軸が剣身から若干屈折する点と、剣
身側で枝部（渦巻飾）が派生する特徴は、東日本に特
徴的な鹿角製把頭と共通する。把部と渦巻飾の両者を
統一的に理解するために、豊島直博氏は特注品の可能
性を指摘する（豊島２００３）。なお、２号および全長５６
㎝の１号、全長４７．４㎝の３号の３点の鉄剣の金属的調
査を実施した大澤正己・影山英明両氏は、いずれも高
温還元の炒鋼法が採用されているとして朝鮮半島製と
みなす（大澤・影山２００２，大澤２００２）。
　上田市上田原遺跡Ⅰ区第４０号土坑出土の鉄矛（図１－６：
清水１９９６）も朝鮮半島製品とみられる。共伴土器はな
いが、全長２６．６㎝のうち身部長が１４．４㎝と短身である
から、弥生時代後期併行とみてよい。さらに、長野
市浅川端遺跡の青銅製馬形帯鉤（図１‐４：清水・風間
２００５，風間２００６）も、７世紀後半の土器を伴うが、そ
の特徴は明らかに朝鮮半島南部製品で、弥生時代後期
後半併行期に帰属する。
　すなわち、長野県内では、木島平村・長野市・上田
市・佐久市と千曲川流域一帯に点々と朝鮮半島南部で

弥生時代後期・佐久市
北一本柳遺跡出土鉄斧
の歴史的意義

石川日出志

はじめに
　弥生時代中期に長野県北部域を中心に分布する石戈
類を１９８０年代から追跡している。中野市柳沢遺跡で出
土した銅戈との関係もあり、２０１１年１１月１日（火）に
佐久市埋蔵文化財センターを訪れ、同市北裏遺跡と西
一本柳遺跡出土の石戈を観察した。初見の北裏例は新
たに実測し、西一本柳例は以前の図を修正した。その
際に、調査中の周防畑遺跡群宮ノ前遺跡も見学する機
会を得たのに加えて、森泉かよ子・冨澤一明両氏から
佐久平の弥生時代後期の遺跡群について解説して頂き、
その威容にあらためて感嘆した。夕方遅く実測を終え
て帰る間際に、北一本柳遺跡の発掘調査報告書を閲覧
し、２点の板状鉄斧に目が留まった。大形住居跡（Ｈ３３
号）のコーナーの壁に、あたかも壁龕（ｎｉｃｈｅ）のような
窪みを設け、そこに鉄斧２点を重ね置く、特異な状況
が詳しく報じられていた。しかも朝鮮半島南部製品の
形態的特徴を備えている（図１‐１・２：森泉２０１０）。数
日後、高久健二氏に図面をお送りし、半島製品とみて
よい旨ご教示頂いた。
　本稿では、この２点の板状鉄斧をめぐる歴史的な意
義を考えてみたい。

１．朝鮮半島系板状鉄斧の類例
　北一本柳遺跡Ｈ３３号住居跡で出土した２点の鉄斧に
伴った土器群は、箱清水式土器後半期に属すから、お
おむねＡＤ２世紀後半を前後する年代を目安値として
よい。高久氏が、本誌掲載論考で２点の鉄斧をＡＤ
２００年前後に位置づけることと大きな齟齬はない。
　本資料との関連でまず注目すべき実例は、新潟県三
条市経塚山遺跡第３号住居跡で出土した板状鉄斧であ
る（図１‐３：金子１９９９）。長さ１３．９㎝・最大幅３．６㎝・
最大厚１．２㎝を測り、断面形で明らかなように、４側
面がつくる稜が明瞭に角張る。かつて村上恭通氏に情
報提供し、本例も朝鮮半島製品と考えるのが適切であ
るとのご教示を得ている。本誌高久論文図１‐６の朝陽
洞５号墳例と比べると、最大厚が経塚山例では中央に
あるが、朝陽洞例は頭部という違いはあるものの、平
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ちろん、鉄製武器でも鉄刀の副葬は中国漢代の習俗が
朝鮮半島経由で日本列島にも広まり、鉄剣副葬習俗に
重なり、概して鉄剣よりも鉄刀が上位層に副葬される
傾向がある。このように鉄製武器副葬は、弥生時代後
期後半に日本海側を中心として、東北地方を除く弥生
文化圏内に広まった習俗であることに注目したい（図
２：林２００２）。

４．弥生時代後期後半という時代と本資料
　長野県北部：箱清水期≒北陸：法仏期は、それ以外
にもいくつもの注目すべき事象が認められる。北陸
では、社会的緊張に対応する集落である高地性集落
が、福井県域から新潟県域北部まで広範囲に構築され
ている。長野県内でも、北陸と連動する高地性集落と
して中野市がまん淵遺跡が営まれている。また、後期
前半にいったんは見られなくなった環濠集落がふたた
び現れ、中期後半には見られなかった居住域を包囲す
る環濠も篠ノ井遺跡群で確認できる。篠ノ井遺跡群が
後期後半に大規模化するのと歩調を合わせるかのよう
に、佐久平では集落の飛躍的拡大が認められる。北一
本柳遺跡は西一本柳遺跡と約５０ｍの間をおいて隣接し、
北一本柳遺跡は小山岳夫氏によると東西３７０ｍ・南北
２００ｍほどを環濠が全周するという。北一本柳遺跡は
佐久平の弥生後期集落群のなかでも中心的な位置を占
める環濠集落である可能性が高い。朝鮮半島系板状鉄
斧２点を出土したＨ３３号住居跡は、環濠集落の中央か
らやや南西寄りの位置にある。竪穴住居跡の北端だけ
が検出されたが、短軸長が７．４７ｍを測るので、本遺跡
で検出された竪穴住居跡で長軸長・短軸長ともつかめ
る住居規模を参考にすると、Ｈ３３号住居跡の長軸は１２
～１４ｍにも及ぶと復元でき、本遺跡で最大規模となる。
板状鉄斧が、竪穴住居跡の埋土ではなく、コーナーの
壁面に穿たれた壁龕状施設に２点重ねられており、何
らかの意図のもとに置かれたとみてよい。このように、
飛躍的に拡大した集落群、そのなかの中核的集落、そ
のなかで最大規模の竪穴住居跡で、特異な状態で出土
したことに、直ちにその意味は読み取れないとしても、
重要な意味があるとみるべきである。
　弥生時代後期後半という段階は、中国地方では岡山
県楯築墳丘墓や島根県西谷３号墓など突如際立った規
模の墳丘墓が出現し、そこには木槨という大陸に由来
する埋葬施設も採用されている。西谷３号墓には、吉
備の特殊壺・特殊器台だけでなく、北近畿や北陸系統
の土器もみられ、葬送儀礼に遠隔地の首長層も参画し
たことが推測されるように、遠隔地の有力首長層が相
互に連携を図る状況が読み取れる。ちょうどその時期
に、朝鮮半島から大量の鉄素材が日本列島にもたらさ
れ、各種の鉄製品も流通する。それまでの弥生社会と

製作された鉄器と青銅器の出土例があり、いずれも弥
生時代後期後半であることは重要である。

３．朝鮮半島系文物が流入する経緯
　根塚遺跡２号鉄剣が特注品であるとすると、東日本
に伝統的な把形態を指定できるのは当然東日本地域で
あり、発注者は東日本内ということになる。渦巻飾を
もつ鉄製品は、いまだ日本列島内では他に実例が発見
されていないことも、特注品の可能性を考えるのに大
きな力となる。もちろん、こうした朝鮮半島南部の製
品が千曲川流域にもたらされるには、〔朝鮮半島南部
←→北部九州←→山陰←→北近畿←→北陸←→千曲川
流域〕という広域間の情報と物資の流れが整備されて
いることが必要条件となる。そしてこうした広域連携
は、中野市柳沢遺跡の青銅器群や栗林式土器の形成を
みれば弥生時代中期段階にも認めることができるが、
なお不安定で、後期前半にも存在したかは明確ではな
い。むしろ、弥生時代後期後半に急速に整備されたと
考えるのが妥当であろう。
　図１－５は、長野盆地の北隣にある高田平野の西縁部
の丘陵上に位置する高地性集落・上越市裏山遺跡で出
土した鉄製鋤鍬先である。大形の鉄板の両側縁を折り
曲げて刃先とする簡便なつくりである。かつて北部九
州の弥生時代後期に特徴的と考えられてきたが、近年
は鳥取県青谷上寺地遺跡や妻木晩田遺跡など山陰地域
でも類例が増えている。それでも北陸では石川県塚崎
遺跡などわずかしか検出例がなく、裏山遺跡で６点も
出土したことは注目される。この遺跡も、箱清水式と
併行する法仏式土器の段階に属す。しかしそれ以上に
広域連携を明瞭に示すのは、鉄剣および墳墓における
鉄剣を主とする武器の副葬習俗の広域普及である。
　鉄剣は、佐久市でも五里田遺跡Ｈ１・２号住居跡、
北一本柳遺跡ⅢＨ５１号住居跡、円正坊遺跡ⅧＨ３７号住
居跡、西一里塚遺跡群ＳＭ１４号円形周溝墓で検出例が
ある。関東地方でも群馬県有馬遺跡や新保田中村前遺
跡などの礫床木棺墓や、埼玉県観音寺遺跡などの方形
周溝墓の主体部や周溝内埋葬などの副葬品として検出
されている。長野県内や関東地方の分布状況をみると、
千曲川流域から群馬県方面、そこからさらに南関東や
東関東方面へと分布が形成されたと考えられる。
　そして千曲川流域への流入経路を考えると、直接の
流入もとは高田平野であり、さらに北陸、北近畿、山
陰と、日本海沿岸部を西にたどっていくことができる。
ざっくり言ってしまえば、そもそも、墳墓に鉄剣を主
とする鉄製武器を副葬する習俗は朝鮮半島南部に顕著
なもの。これが弥生時代後期後半に、中国地方から北
陸へと分布を拡大しており、その延長線上に千曲川流
域や関東の鉄剣副葬習俗の普及があるとみられる。も
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図２　弥生後期後半・末の主な舶載鉄器
（林２００２）

図１　関係資料

は質的に異なる広域に亙る物資と情報の交換が本格化
し、それに立脚して遠隔地間の政治的連携が生まれ始
めたのである。
　佐久市北一本柳遺跡の２点の板状鉄斧は、単に佐久
平に朝鮮半島系文物が確認されたことを意味する訳で
はない。大陸とも連携するこのように整備された広範
な物資と情報の交換体制が、単に西日本だけではなく、
北陸からさらに長野県域や関東までも及ぶ時代状況を、
明確に物語る重要資料だと考える。

【補記】図１・２は図１－６以外は本文中に掲示した参
考文献から引用した。図１－６は上田市立信濃国分寺資
料館所蔵資料で、寺前直人氏の原図を石川がトレース
した。
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シンボルマーク

神津猛
（１８８２～１９４６）

藤森栄一
（１９１１～1973）

『熊谷市前中西遺跡を語る
� ～弥生時代の大規模集落～』刊行！
　埼玉県熊谷市で１９９６年から継続的に発掘調査されている前中西遺跡
は、想定集落域３０ｈａ という弥生時代中期後半の東日本屈指の大規模
集落址である。これをめぐって平成２５年９月２５日明治大学リバティタ
ワーにおいてシンポジウムが開催され、その成果をまとめた単行本が
最近発刊された。
　前中西遺跡では、北武蔵固有の縄文系土器「北島式」「前中西」式
土器とともに栗林式土器や榎田型磨製石斧、当土器文化圏特有の墓
制「礫床木棺墓」が見つかっており、当時の信州との強い地域間交流
があったと見られる。関東の玄関口佐久平で弥生時代を研究している
との理由から、不肖小山岳夫もこの本の執筆に加わらせていただいた。
信州の弥生時代研究者も必読の書としてここに紹介する。

◆Ａ５／並製本／カバー装丁／２９０頁／３６００円＋税
◆頒布問合せ　六一書房　ＴＥＬ０３－５２１３－６１６１　ＦＡＸ０３－５２１３－６１６０

♪　編集後記　♪
　３０年近く前、佐久市出土の「西一里塚遺跡の外来系
土器」を持って、その出自がどこかを探るため関東の
弥生研究者を訪ね歩いていたことがある。結局、よく
わからずじまいであったが、検討の経過を文章にまと
めて長野県考古学会誌に掲載した。その際にお世話に
なった一人が、当時埼玉県富士見市勤務の小出輝雄さ
んである。長い間、考古学をさぼっていた私は昨年、
久しぶりに小出さんと再会した。当時のことを覚えて
いて下さり、前段で紹介した前中西シンポへの参加を
勧めるとともに執筆の機会も与えてくれた。若き日の
流離は、無駄でなかった。� （小山）

佐久の弥生時代研究を創世した神津猛と藤森栄一
　
 昭和１１（１９３６）年戦前から佐久志賀の実業家神津猛
は、岩村田駅近くで掘削された竪穴住居の断面から出
土した朱塗りの赤い土器や刷毛目・波文の土器など
を「岩村田の弥生遺跡」と題して郷土雑誌『信濃』に
紹介した。同年諏訪の考古学者藤森栄一は信濃の弥生
土器の体系化を図った論文を『考古学』に発表、岩村
田出土の弥生土器は、弥生末期の「箱清水式」よりも
一段階古く位置づけ「岩村田式」とした。「岩村田式」
はその後神村透により「箱清水式」と同一として解消
され、未だ復活していない。
　しかし、昭和初期に２人の研究者が注目した佐久地
方の赤い土器群とその文化の魅力は、現代の研究者の
心を捉え、今回、およそ８０年の歳月を隔てて再評価さ
れ始めている。� （小山）
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